
特長と利点

硬化したい時に迅速硬化

硬化前の発火点が高い

黄変しにくい

低出力 UV でも迅速硬化

溶剤不使用、100%硬化

概要
パーマボンド UV605 は、非常に低粘度で、高い接着強

度が得られるＵＶ硬化接着剤で、透明性に優れ、また

黄変しにくい特長があります。ガラスやクリスタルガラ

スの接着で高品質な仕上りが得られます。非常に低粘

度のため、毛細管現象により、組立/実装後の部品の

接着に適しています。

硬化前の物理的特性

代表的硬化条件

※ 硬化時間はＵＶ光源の出力、波長分布（スペクトル）、照射距離、及び
被接着材料のＵＶ透過特性に依存します。ここに記載している硬化時間
は、低出力のハンドヘルド型ＵＶランプを用いた例であり、工業用ＵＶ光
源での硬化時間はさらに短くなります。

硬化後の代表的物性

※ 強度は接着面の表面処理とギャップに依存して変化します。

耐熱性

温度範囲： -55～120℃

ＵＶ６０５は、高温状態が短い場合は、接合部に急激

なストレスがかからない限り、高温で接着力は保持さ

れます。

補足情報
強い酸化力を持っている材料に本製品が接触する

場合は、ご使用は勧められません。

本製品の使用上の安全に関する情報は、化学物質

安全性データシート(MSDS)を参考にしてください。

ご使用になる物質や材料は、無害であるかどうかに

関わらず、しかるべき産業安全衛生の基本に従った

お取扱にご留意ください。

化学成分 メタクリレートエステル

色相 透明

粘度 @ 25℃※ 75 mPa･.s (cP)

比重 1.1

硬化時間

(低出力 3～5mW ＵＶ光源)※
15 秒

最大隙間 0.1 mm (0.004 in)

硬化波長 365～400 nm

剪断強さ (ガラス/鋼鉄)※ 5 Mpa (5N/mm2)

引張り強さ 14 Mpa (14N/mm2)

屈折率 1.46

伸び 90%

ショアＤ硬度 68

絶縁耐力 12 KV/mm

誘電率

１kHz@25℃
4

パーマボンド ＵＶ６05

ＵＶ硬化接着剤

データシート



表面処理
接着前には、接着面を洗浄し乾燥させ、グリースの無

い状態にしてください。ガラスを洗浄する場合は、先に

シリコンベース洗浄剤の除去作業が必要な場合があり

ます。アルミニウム、銅および銅合金などの金属

面酸化層を布やすりなどにより取り除くと良い場合もあ

ります。イソプロピルアルコール(IPA)は多くの場合グリ

ースを取り除くのに役立ちます。

熱可塑性樹脂の表面が接着面に含まれる場合は、接

着試験により材料の適合性を確認されることをお勧め

します。接着強度に離型剤が影響することがあります。

ご使用に際して
1) 接着剤はボトルから直接塗るか、塗布量をより正

確にするため自動ディスペンサをご使用ください。

2) 接着剤に気泡が入ると硬化後の外観上が好まし

くなくなるので、接合部に空気が取りこまれないよ

うに留意してください。

3) 硬化中は部品が動かないようにしっかりと固定し

てください。完全硬化させるために、紫外線を接

合部に適正な時間照射してください。

4) 実績のある産業用ＵＶランプやＵＶ-

置を提供しています。ご相談ください。ディスペン

サについてもお手伝い致します。

保存条件

本データシート記載の内容は Permabond 社の実験室で得られたものであり、実際の使用条件において保証するものではありません。使用国や地域で定められている法令等は使用者の責任で遵守してください。

保存温度 5

保存期間

(出荷時のボトルで未開封が条件)
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ご相談ください。ディスペン

Permabond 製品の特長

嫌気性接着剤

■高強度化

■ガス＆飲料水認証取得

■高い耐熱性

■柔軟性

シアノアクリレート系(

■低臭気

■白化抑制

■柔軟性

■高い耐熱性

エポキシ系接着剤

■高速硬化

■高強度化

■柔軟性の高いグレードあり

強化アクリル系接着剤

■迅速硬化

■低臭気

■プレミックスタイプ

■ギャップ充填用

ＵＶ硬化接着剤/コーティング剤

■ガラス/プラスチックの接着

■高い透明性

■黄変を抑制

社の実験室で得られたものであり、実際の使用条件において保証するものではありません。使用国や地域で定められている法令等は使用者の責任で遵守してください。

5～25℃

12 ヶ月

カタログの内容は予告無く変更されることがあります.

エーディーエステック
千葉県船橋市印内町５６８-１-１

FAX: 047-495-8809

tec.co.jp

tec.co.jp

特長

ガス＆飲料水認証取得

高い耐熱性

(瞬間)接着剤

高い耐熱性

柔軟性の高いグレードあり

アクリル系接着剤

プレミックスタイプ

充填用

コーティング剤

プラスチックの接着

性

黄変を抑制

社の実験室で得られたものであり、実際の使用条件において保証するものではありません。使用国や地域で定められている法令等は使用者の責任で遵守してください。
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